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1. 研究 目的: さきに乾燥原色 クロレ ラ飼育 ラットに

耳介欠除の異常現象が認 められ たが，温 メタノ- ル によ

り脂 溶性部を溶出した脱色 クロレラ飼育群は正常であっ

た。 そこでこの異常現象 の原因 とな る物質は脂溶性部に

存 す る と考え， 乾燥 クロレラ脂溶性部を カ ロチ ノイド

部， クロロフィル部，脂 質（ 油脂その他）部に分け，い

ずれの区 分に毒性の原 因が存在するかを検索 する 目的で

本 研究に着手し た。

2.　研 究方法: 凍結 乾燥原 色 クロレ ラを温メタノ ール

抽出を 行ない， 抽出し た脂溶性部をアルミナカラム法及

び ケン化法 によって，脂 質部， カロチノイ ド部， クロロ

フ ィル部 に分画し た。こ れら３検体 につい てマウスを用

い，生 クロレ ラ飼育群，乾燥 クロレ ラ飼育群，脱 色 クロ

レ ラ飼育群 を対象 とし て飼育実験 を行 なった。同時 に検

体につい て成分 の検索 をカラムクロマト法， ガスクロマ

ト法に より検索を行 なった。

3.　研究成果: カロチ ノイ ド群には毒性 が認 められな

か ったが，脂質群では ７匹全部 が， クロロフ ィル群 では

７匹中 ５匹が死亡し毒性物質 の存在す るこ とが確認 され

た。


